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芸
術
家
た
ち
が
い
ま
し
た
。

　

芦
屋
ゆ
か
り
の
洋
画
家
・
小
出
楢
重
は
、

大
正
五
年
に
大
阪
か
ら
転
居
、
翌
年
に
ア

ト
リ
エ
を
構
え
て
か
ら
は
、
裸
婦
像
を
中

心
と
す
る
数
々
の
名
作
を
描
き
ま
し
た
。

小
出
の
も
と
に
は
洋
画
を
学
び
に
く
る
若

い
人
々
で
活
気
に
あ
ふ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な

出
会
い
が
生
ま
れ
ま
し
た
。　

そ
の
中
に

　

今
日
の
芦
屋
の
イ
メ
ー
ジ
は
、

明
治
三
十
八
年
に
阪
神
電
鉄
が

大
阪
・
神
戸
間
の
開
通
の
も
と
、

大
正
期
か
ら
昭
和
に
か
け
て
育

ま
れ
た
モ
ダ
ニ
ズ
ム
文
化
を
背

景
に
形
成
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

風
光
明
美
な
芦
屋
の
地
に
移
り

住
む
人
々
の
中
に
は
、
数
多
く
の
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念
を
超
え
た
活
動
・
作
品
で
、
当
時
の
衆

目
を
集
め
ま
し
た
。

　

そ
の
発
想
の
奇
抜
さ
か
ら
か
、
国
内
で

の
評
価
は
な
か
な
か
得
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
昭
和
三
十
二
年（
一
九
五
七
）に
来

日
し
た
仏
人
美
術
評
論
家
ミ
シ
ェ
ル
・
タ

ピ
エ
か
ら
の
絶
賛
が
契
機
と
な
り
、「
具

体
」
は
一
躍
世
界
の
場
へ
と
躍
り
出
し
、

現
在
に
至
る
ま
で
高
い
評
価
を
得
る
こ
と

に
な
っ
た
の
で
す
。

　

や
が
て
具
体
美
術
協
会
は
、
昭
和
四
十

七
年（
一
九
七
二
）、
吉
原
の
死
に
よ
り
解

散
し
ま
す
。
そ
の
十
八
年
間
に
お
よ
ぶ
活

動
は
、
何
も
の
に

も
と
ら
わ
れ
な

い
自
由
な
発
想

と
新
し
い
美
の

創
造
を
求
め
る
熱
意
に
あ
ふ
れ
、

関
西
に
お
け
る
前
衛
美
術
界
を

強
く
け
ん
引
し
て
き
ま
し
た
。

　

当
美
術
博
物
館
は
、具
体
発
祥

の
地
と
い
う
こ
と
か
ら
、具
体
の

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
恵
ま
れ
、開
館

以
来
多
く
の
具
体
の
展
覧
会
を

開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　

具
体
の
展
覧
会
に
来
ら
れ
た

来
館
者
の
皆
さ
ん
と
お
話
を
す

る
折
に
は
、ま
ず
冒
頭
の
よ
う
に

「
具
体
美
術
協
会
」つ
い
て
お
尋

ね
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
が
、

ご
存
じ
な
い
か
た
が
多
い
と
い

う
の
も
、残
念
な
が
ら
実
情
の
よ

う
で
す
。
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は
、
長
谷
川
三
郎
、

松
井
正
、
仲
田
好
江
、

山
崎
隆
夫
と
い
っ
た

洋
画
家
た
ち
が
い
ま

し
た
。
ま
た
、
同
じ

時
期
に
は
長
谷
川
や

吉
原
治
良
に
影
響
を

与
え
た
上
山
二
郎
、

二
科
会
や
新
制
作
派
協
会
で
活
躍
し
た
伊

藤
継
郎
な
ど
が
お
り
、
彼
ら
は
お
互
い
に

影
響
を
与
え
な
が
ら
、
芦
屋
で
数
々
の
作

品
を
生
み
出
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

一
方
、
昭
和
四
年
に
芦
屋
で
開
か
れ
た

写
真
材
料
店
「
ハ
ナ
ヤ
勘
兵
衛
」
は
、
写

真
愛
好
家
た
ち
の
交
流
の
場
と
な
り
、
翌

年
「
芦
屋
カ
メ
ラ
ク
ラ
ブ
」
が
結
成
さ
れ

ま
し
た
。
中
山
岩
太
、
ハ
ナ
ヤ
勘
兵
衛
、

高
麗
清
治
、
紅
谷
吉
之
助
ら
を
中
心
に
活

動
を
展
開
し
た
同
ク
ラ
ブ
は
、
日
本
の
近

代
写
真
の
幕
開
け
を
告
げ
る
「
新
興
写
真

運
動
」
の
先
駆
け
と
な
り
ま
し
た
。

　

創
設
時
よ
り
開
催
さ
れ
た
展
覧
会
で
は
、

フ
ォ
ト
グ
ラ
ム
、
フ
ォ
ト
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ

な
ど
の
前
衛
的
な
作
品
が
発
表
さ
れ
、
当

時
の
近
代
写
真
の
先
駆
者
と
し
て
注
目
さ

れ
ま
し
た
。

　

芸
術
文
化
が
花
開
い
た
当
時
の
芦
屋
を
、

当
館
所
蔵
作
品
か
ら
感
じ
て
い
た
だ
き
、

芦
屋
へ
の
思
い
を
一
層
深
め
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。
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「
具
体
美
術
協
会
」
と
い
う
名
前
を
、
ご

存
じ
で
し
ょ
う
か
？

　
「
具
体
」は
昭
和
二
十
九
年（
一
九
五
四
）、

抽
象
美
術
の
パ
イ
オ
ニ
ア
・
吉
原
治
良
を

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
芦
屋
の
地
で
結
成
さ

れ
た
グ
ル
ー
プ
で
す
。

　

そ
の
グ
ル
ー
プ
名
は
、「
わ
れ
わ
れ
の
精

神
が
自
由
で
あ
る
と
い
う
証
を
具
体
的
に

提
示
し
た
い
」
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ

た
も
の
で
、「
人
の
真
似
を
す
る
な
」「
誰

も
や
っ
て
い
な
い
こ
と
を
や
れ
」
と
い
う

吉
原
の
教
え
の
も
と
、
既
成
の
美
術
の
概
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抽
象
は
苦
手
と
い
う
か
た
も
、

ま
ず
は
自
由
な
発
想
で
楽
し
み
な

が
ら
、
こ
れ
ら
の
力
強
い
作
品
た

ち
に
向
か
い
合
い
、
目
を
合
わ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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■��　１月８日（日）①午前10時～・
　　　　②午前11時10分～
���　①体育館・青少年センター
　　　　②川西運動場＜雨天中止＞
���　①市長式辞・表彰等
　　　　　マーチング演奏〈潮見中〉
　　　　②だんじりばやし〈保存会〉・
　　　　　消防操法披露・少年消防
　　　　　クラブ模擬演技・救急救
　　　　　助模擬演技・一斉放水
�������	
������

　

■��　１月21日（土）
　　　　①午前10時～11時59分
　　　　②午後２時～３時59分
���　上宮川文化センター３階ホール　
���　高良健吾・谷村美月・宮崎美子・大杉
　　　　漣ほか／国本雅広監督作品（2010年）・
　　　　西田征史脚本／藤井フミヤ（主題歌）
���　①②各先着150人　＊直接会場へ
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　一年に一度、花火に想いを託す雪国の小さな町。そこに生きた少女と、
彼女のために花火を打ち上げた兄との、真実から生まれた感動の物語。

�

�������山中市長 年頭のごあいさつ

�����　新成人　市長と夢を語る2012

� � � �　１．１７ 芦屋市祈りと誓い

�������１．17 ひょうごメモリアルウォーク2012
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① 8 :30
②12:00
③16:00
④19:00
⑤22:30
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美
術
博
物
館
に
は
、
旧
石
器
時
代
か
ら

現
代
に
至
る
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
歴
史
の

ロ
マ
ン
を
匂
わ
せ
る
、
先
人
た
ち
の
遺
産

が
数
多
く
収
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
魅
力
あ
ふ
れ
る
収
蔵
品
に
ふ

れ
、
芦
屋
が
数
々
の
歴
史
の
舞
台
と
な
っ

て
い
た
こ
と
に
思
い
を
は
せ
て
、
新
た
な

発
見
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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芦
屋
に
は
、
国
史
跡
で
あ
る
会
下
山
遺

跡
を
は
じ
め
、
多
く
の
遺
跡
が
分
布
し
て

い
ま
す
。

　

当
館
で
は
、
主
な
遺

跡
か
ら
の
出
土
品
を
多

く
収
蔵
し
て
い
ま
す
が
、

今
回
は
、
昭
和
六
十
三

年
に
発
掘
・
出
土
し
た

打
出
小
槌
古
墳
の「
靫

（
ゆ
ぎ
）形
埴
輪
」を
ご

紹
介
し
ま
す
。

　
「
靫
形
埴
輪
」（
右
写
真
）は
、全
国
的
に

も
珍
し
い
緑
色
と
赤
色
の
彩
色
が
な
さ
れ

た
埴
輪
で
す
。

　

緑
色
の
絵
具
は
九
州
の
古
墳
で
用
い
ら

れ
た
も
の
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
、

打
出
小
槌
古
墳
は
、
近
畿
地
方
で
初
め
て

九
州
系
の
彩
色
技
術
を
受
容
し
た
古
墳
と

位
置
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

九
州
と
近
畿
の
人
々
が
ど
の
よ
う
な
交

流
を
し
て
い
た
か
な
ど
、
見
る
人
の
想
像

を
か
き
た
て
る
資
料
で
す
。
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ま
た
、
芦
屋
は
そ
の
風
光
明
媚
な
土
地

柄
か
ら
、
古
く
よ
り
和
歌
が
詠
ま
れ
る
名

所
と
し
て
有
名
で
し
た
。

　

在
原
業
平
が
そ
の
主
人
公
と
い
わ
れ
る

平
安
時
代
の
歌
物
語
『
伊
勢
物
語
』
に
も
、

そ
れ
ら
の
歌
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
『
伊
勢
物
語
』
の
流
行
を
し
の
ば
せ
る

品
々
の
う
ち
、「
伊
勢
物
語
歌
カ
ル
タ
」
や

「
伊
勢
物
語
画
帖
」（
左
写
真
）は
、
画
面
に

金
箔
が
散
ら
さ
れ
、
江
戸
時
代
の
贅（
ぜ

い
）が
尽
く
さ
れ
た
婚
礼
調
度
品
で
す
。
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そ
の
他
、
江
戸
時
代
の『
摂
津
名
所
図

絵
』な
ど
、芦
屋
に
関
す
る
歴
史
資
料
を
数

多
く
所
蔵
し
て
い
ま
す
。

　

歴
史
の
重
み
を
感
じ
さ
せ
る
埴
輪（
は
に

わ
）
や
多
岐
に
わ
た
る
歴
史
的
遺
産
に
ふ

れ
、
芦
屋
の
魅
力
を
よ
り
多
く
の
か
た
に

発
見
し
て
い
た
だ
き
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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　本展では、昭和の時代における玩具や衣料・寝具
などの生活に欠かせない品々を紹介します。
　同時に、家族そろって神棚に家内安全等が祈られ
た信仰の歴史を伝える品々も展示します。
　家族のあり方の
移り変わりなどに
思いをはせながら、
懐かしい生活文化
資料を、ゆっくり
ご覧ください。
■��　１月４日
～３月25日〈月曜日
休館〉　����
歴史資料展示室
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■���　１月20日（金）午後１時30分～３時　
�����講義室　
����　 I LOVE ASHIYA（歌・加藤純子／ピアノ・沖 倫子）　
�����500円＊歌集のないかたは、歌集代1,000円別　　
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■����　２月４日（土）
　　　　　　　午後３時～５時
�����　体育館・青少年セン
　　　　　　ター大会議室　
�����　先着80人＜要予約＞
�����
　１月27日（金）までに、下記へ ���

■��　２月５日（日）午前11時～
���　エントランスホール　
���　井上登紀（フルート）　　　
　　　　今尾淑代（ハープ）
���　要入館料
�������	�
　一般300円、
　大高生200円、

中学生以下無料〈20人以上の団体別〉
※市内在住の65歳以上・障がい者手
　帳所有のかた（介護者含む）は半額
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　阪神ゆかりの画家・津高和一の作
品を紹介します。
　絵筆を握るより先に詩作の世界に
入った津高の画業は、力強い線的表現と色調を抑えた表現に代表されま
すが、叙情性にあふれ、観る者を静かに心象世界へと誘うようです。
　こうした画風とともに、津高は大の愛猫家としても知られ、10匹ほど
のねこたちと暮らしながら制作にまい進しました。
　本展では、吉野晴朗撮影の写真―津高に愛され津高と共にいきたねこ
たちとともに、津高芸術を培った背景に迫ります。
���　１月４日～２月19日〈月曜日休館〉　���　第１展示室（２階）
����　一般300円、大高生200円、中学生以下無料〈20人以上の団体別〉
　※市内在住の65歳以上・障がい者手帳所有のかた（介護者含む）は半額
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